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關
係
は
何
.れ
の
方
而
ょ
ぅ
觀
る
も
古
來
常
に
好
個
.の
對
照

.
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V
O
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園
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都
市
生
活
の
得
失
都
會
民
衆
ビ
農
村
人
民
の
特
質
長
短
、農
对
經
濟
ビ
都
市
經
濟
の
相
違

、p

 

鄙
文
明
の
懸

I®

等
觀
じ
來
れ
は
政
治
、經
濟
、道
德
、社
會
何
れ
の
見
地
ょ

 

>
 
す
る
も
論
議
硏
究
の 

好
題
目
た

&

ざ
る
な
し
。而
し
て
此
兩
溝
の
關
係
上
最
近

.に
於
て
最
も
世
人
の
涂
意

.を
#>

き
、
^
 

潘
經
世
家
の
硏
究
題
目
ど
な
れ
，る
は
十
九
世
紀
以
降
に
於
け
る
都
市
の
録
潋
な
る
膨

M

ど
其 

膨
服
の

1

國
全
祉
會
殊
，

.に
地
方
農

#

に
及
ぼ
せ
る

.各
種

0

影
_

;
な
'る
可
し
。エ
場
勞
働
潜
の
保 

爾
都
市
住
届
供

.給
0

'
方
.策
等
，都
市
に

.
於
、け
；る
社
會
政
策
の
間
迦
を

«

令
じ
へ
て
、|
國
食
料
品
供 

給

の

問

®

農

#

^
ロ
.の
比
，較

的

減

少

、農

.業

#

働

者

：

供
：：

給

0
,間

題

麇

村

の

：疲

填

救

證

0

問
題
：等

最
近
の
重
耍

'
并
る
.經
濟

^

策
上

0

\
間
題
は
多
く
其
端
を
此
に
發
せ
る

.

の
狀
、
J>(
ぅ
。而
し
て
管

^
 

經
濟
上
の
み
な

&

ず
、政
治
上
毹
會
上
、幾
多
の
間
題
も
亦

^

^

を
邺
間
に
發
し
»
市
膨
脹
の
利 

害
得
失
は

.
其
弊
窖
矯

JE

の
方
策
ミ
奂

S

ゃ
實
に
政
治

家
、道

德
家
、耻
會
輙

S

濟
論
客
の
等 

し
く
留

.
意
.
硏
究
す
る
所
ど
爲

P

其
間
、是
非
得
失
の
見
解
：區
々
に

.
分
れ
て
甲
，輪
.乙
駁
未
だ
底
止 

す
る
所

..，を
知
ら
ず
£

'̂
:
對
す
る

_

家
の
施
設
亦
區
々
ミ
し
て
未

^

1
®

す
る
.
所
な
き
の
觀

P
P
0

就
中
、商

H

立
國
を
主
張
せ
る

1

派
.
.の
自

_

主
義
者
の
極
端
な
る
，、論
：考
の
如
き
は
.都
市
膨
脹 

の
.
此
趨
勢
を
目
し
て
商
工
業
繁
®
國
富
增
進
の
原
因
た

$

將
れ
結
果
れ

&
 V

J

爲
し

^

R

伴
ふ 

弊
害
の
如
き
は
其
刺
益
の
大
な
る
に
比
し
て
敢
て
憂
ふ

る

に
足
ち
ず
マ

」

攀
觀
せ
る

0

狀

P

P
 

從
ク
て
此
趨
勢
に
對
す
る
國
家
的
施
設
杧
關
し
て
も
毫
も
此
趨
勢
を
制
限
オ
る
の
必
要
を

®
 

む
る
こ
ヾ

」

な
く
、寧

■/
?

都
市
移
住
を
容
易
な
ら
し
む
る
の
方
策

^

苦
心

じ

で
豸

K

生
ず
る
農
村 

の
'
損
害
殊

.：に；農

.
寒
勞
働

*

に
欠
乏
の
如
き
は
殆
ん

.
ど
之

&

顧
る

：；
.

こマj

な
■•
ぐ
.、各
個
人
が
比
較
的 

不
刹
益
な
る
農
村
生
活
を
捨
て
、
割
合
に
利
益
多
き
都
市
法
®
^
移
る
は
個
人
に
取
ぅ
て
は 

«

A

-.
0

她
位
：向
上
、國
家
社
會

K

取
.：
>
 
て
：は
：經
濟
的
淮
步
の

.
徵
象
な
タ

ビ

し
て
其
自
然
の
，趨
勢 

に
放
杻
せ
ん
ビ
す
る
も
の
、
如
し
。其
狀
恰
も
地
方
農
村
の
經
濟
的
發
達
の
如
き
過
去
^
於
て
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ブ
將
來
の
國
民
經
濟
の
發
達
杞

'取
ぅ
て
は
殆
と
顧
る
に
足

&

t>
^

爲
し
商
エ
業
の

t
 

展
都
市
の
發
逄
だ
に
進
步
せ
は
國
良
經
濟
の
發
達
期
し
て
待
：ク
可
し
ビ
爲
す
に
似
た

~

 

然
る
に

.
其

1

力
に
は
又
等
し
く
極
端
な
る
一
派
の
保
守
的
農
業
國
本
論
者

6

6

。經
濟
上
は 

勿
論
政
治
上
、祉
會
上
：並
に
遨
德
上
に
於
て
も
農
を
以
て
國
家
社
會
の
遨
礎
た
々
、犬
本
た

i

多 

爲
し
都
市
膨
脹
農
村
衰
微
の
此
最
近
の
傾
向
を
目
し
て
國
家
祉
會
の
頹
廢
の
徵
表
な
$
ど
奪 

t

し
つ
、

^

る
を
觀

.る
。而
し
て
此

f
f
i悲
観
論
潜
の
經
濟
政
策
、社
會
政
策
に
.關
す
る
由
張
を
邾 

せ
ば
其
眼

4

に
は
農
捣
の
利
益
、農
村
の
利
益
の
外
復
た
他
に
國
家
趾
會
の
利
益
ぁ
る
な
く
、苟

. 

も
農
民
農

.
村
の
利
益
に
反
す
る
の
事
實
わ
ら
ば
、農
民
に

.
及
ぼ
す
其
.障
害
其
不
利
益
の
多
少
大 

小
如
何
は
殆
ど
之
を
問
ふ
こ

ビ

な
く
、他
の
職
業
の
階
級
に
及
ぼ
す
其
影
響
の
如
何
も
亦
之
を

. 

問
ふ

i
v
j

な
く
、國
家
の
全
力
'を

盡

し

て

之

が

排

除

に

盡

さ

ぃ

る

可

ミ

爲

す

も

の
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如
し0 

B

ち
此
徒
の
意
見
に
據
れ
ば
農
業
の
促
進
農
民
の
幸
福
の
爲
に
は
如
何
に
商
工
業
の
利
益
を 

犠
牲
に
し
都
市
の
發
達
を
阻
害
す
る
も
敢
て
辭
す
る
所
に
非
ざ
る
な
彡
鉍
に
農
村
子
弟
の
都 

If
l

it

移
住
す
る
漭
益
々
多
く
農
業
の
經
營
爲
に
徂
窖
さ
る

>
 

の
狀
を

«

て
は
、一
方
に
は

.
郡
市
- 

牙i
®

の
浮

#

を
%

ひ
農
業
の
神

®

を
說
き
精
神
的
訓
戒

R

:
依
か
て
子
弟
を
農
时

R

引
k

め
ん

ど
す
る
匕
共
：に
、又

.
'

1

方
に
は
只
管
農
村
の
爲
に
國
家
的
社
龠
的
各

W

0

A

擔
を
輕
減
し
•國
寒

の
保
準
を
厚
ふ
，，

で
某
、生
活
を
容
易
な
ら
し
切
、甚
、だ
し
き
に
：至

p
 

\
し
は
尊
民
办
移
住
を

'
制
限
，

し
て
*
所
謂
る

.都

.市

へ

0'
移
仕
を
阻
止
す
る
の

.
策
を
_

_

す
る

1に
至
る
國
民
經

.濟
上
農
.を
主
ビ
し

爾
餘
の
產
業
を
從
視
せ
る
此
種
農
本
論
漭
の
馬
地
ょ

&

す
れ
ば
ズ
當
然
の
見
解
な
る
可
し

-

世
人
或
は
：云
は
ん
。苟
も
經
濟
社
會
の
實
情
に
多
少
の
智
識
を
有
ず
る
者
は
今
日
復
れ
斯
の

如
く
極
端
な
る
見
解
を
抱
く
者
な
か
る

^

し

V
J。

實
に
上
述
の
如
く
興
所
論
の
骨
子
を
赤
裸
々

に
表
明
し
來
れ
ば
、何
人
も
復
た
斯
る
極
端
の
議
論
を
主
張
し
得
る
者
な
か
る
可
し
ヾ

」

_

も
、
»

論
の
實
際
を
觀
れ
ば
、吣
兩
樣
の
見
解
は
输
々
な
る
經

.濟
政
策
上
の

.問
題
の
發
生
す
る
每
に
種
：

々
な
る
形
骸

0,

下
に
斷
え
ず
典
錄

«

を

表

し

つ

、
わ
る
な
ぅ
。近
く
 

T

昨
大
正
ニ
年
度
の
祖
税

減
廢
の
問
蹬
に
就

.
て
之
を

«

る
も
、興
一
端
は
明
に
此
に
現
は
れ
、南
論
者
各

*

所
晃
を
賞
徹
す

.

る
に

©

心
せ
し
に
非
す
や
。
ち
當
時
行
政
整
理
の
結
果
國
庫
に
多
少
減
稅
の
餘
地
を
る
を

.ー〒

す
や
、商
工
主
_
の
論
潜
政
客
先
づ
立
ち
て
營
業
猊
織
物

g

等
商
工
業
者
の
負
擔
の
急
を
叫
べ

ば
農
：業
本
位
の

»

者
論
落
は
地
租
の
輕

㈱

、B

#

の
救
濟
を
唱
へ
た
：る
は
即
ち
是
な

5

。其
他

#

• 

. 

. 

種
の
關
税
殊
に
穀
物

.

.關
税

Q

制
定
に
際
し
て

«

存
否
及

'び
定
率
の
高
低
に
關
す
る
論
の
常

^

:
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0

衝
突
，ょ
6
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す
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i
 

0

#
き
'

居
;̂
^

實
碎
各
、國
脊

*

方
の
通
、態

e

る

な
办
•
;.
::
:
. 

.•
, 

. 

.

,

さ

は
‘
れ
經
濟
輯
會
'
發
_

0

大
局
の
上
.
ょ

大

觀

す

れ

'
ば
、都

市

S

田
舍(

の
«

別
：は
經
濟
的

^
 

炎
®

必
：..酹
$

>

起
、れ

る
t

@

の
.
分
業
R

外

な

美

崔

產

へ

上

の

熊

，

僧
：進
；
の

.
爲
.
に
：農
商
，エ
.其
職 

を

分

ち

產

，*

經

營

上_
0

利
'便
の
爲
R

都
.
鄙
の
區
別
を
.：生
：
，

る

も'
の
な
：ち
故
に
各

®

の
產
■
業
。は 

分
業
の
f

ミ
し
.
て
相
瓦
相
.
賴
ぅ
相
.
.俟
ち
で
ー
初
め
て
'
其
共
.
通
'
の
目
的
^

る
經
濟
社
#

全
般
.
の
烫
；
 

錤
を
.
達
し
_
得
可
き
も
の
' 

に
屬
し
、̂

し
て
相
互
卿

*

せ
る
も
の
' 

に
' 

非
ず
、胄
鄙
の
間
復
，た
決
し
て 

利
窖
矛
^

す
可
き
も
の
れ
非
ず
。要
は
各
種
產
業
各

.
々
其
：經

濟

■

曾
に
於

T

適
.
度
：の
發
達
を
爲 

し
瓦
に

相

ぎ
充
し

て：
其
.卿

M
不
及
：な 

偏
.
輕

偏
重

_
な
き
に

«

办

d

に
經
濟
上

孤
立
せ

る

〗

國 

1

地
.
方
の
經
濟
動

#

代
就
で
迄
を

' 

觀
れ
ば

^

業
從
業

«

の
過
多
に

0

す
る
も
商
工
業
者
の
過 

少

U

偏
す
る
も
共
に
慶
す
可
き
：

Q
.

現
象
に
非
ず
、都
鄙
，の
.
人
口
常
に
適
當
の
比
例
を
維
持
し
谷 

業
互
"
ち
過
剩
な

_

不
足
.
_な
く
、以

.：て

.
當
_

の：資
未
勞

.
カ
の
.
許
す

«

全
般
の
欲
蕻

滿

足

を

可

及

的

最

大
 

'な
‘ら
し
む
る
こ
ぃ
そ
、最

も

望

ま

し

き

狀

皞

に

し
.
て
、资

濟

政
t

の
主
眼
も

.
亦
.〗

に
此
理

•
想
を
®

現
す
る
に
わ
ら

.
ざ
る
可
ら
す

*

#

れ
ば
斯
る
.社
會
に
於
て
は
商 

H

立
國
主
義
も
農
本
主

_

も
典
に

.備
頗
の
見

^

る
を
免
れ
：す
又

.
何
れ
兔
賞
行
せ
ん

w

す
る
も 

得
可
ら
ざ
る
空
想
れ
る
を
免
れ
ざ
る
可
し
マ

」

雖
も
、當
今
の
文
明
國
に
於
け
る
が
如
く

^

通
商 

業
充
分
に
發
達
し

i

國

1

地
方
の
生
產
物
は
廣
く
典
販
：路
を
世
界
各
地
に
求
め
得
可
き
ビ
共 

祀
、當
該
地
方

“

不
足
.せ
ゐ
財
貨
は
之
を
他
の
地
方
の
邦
國
に
仰
ぐ
こ

ビ

難
か
ら
ざ
る
社
會
に 

於
て
は
、k

に
經
濟
上
ょ

h

w

れ
ば
必
ず
し
も

1

國

1

地
方
.
內
に
於
て
各
®
産
業
の
適
度
の
均 

衡
を
維
持
す
る
を
必
要
ヾ

」

せ
ず
、場
合
に
依

A

て
は
、】

地
方
一
國
全
部
が

」

部
特
種
の
、
f

典 

地
方
に
有
利
な
る
產
藥

.に
從
事
わ

_

生
產
物
の
販
路
を
廣
く
他
鄕
他
國

R

求
め
て
.爾
镩
の
必 

要
品
は
他
ょ

&

供
給
を
仰

‘ぐ
の
却
づ
て
利
益
な
る
こ

S

恰
も
'
各
.
國
が
._|@専
門
の
產
業
に
從 

事
し
て
必
喪
品
全
部
を
他
の
供
給
に
仰
ぐ
を
利
益

ビ

す
る
ビ
異
な
る
こ
マ
し
な
き
の
例
少
な
か 

ち
中
。是
れ
一
國

」

地
方
の

| 1

地
ょ
ぅ
し
て
商

.
エ
立
_

論
又
は
農
本
主
義
の

.

唱
べ
&

る
、
所
以 

R
 

b

て
、其
譏
論
は
何
れ
も

1

现
な
き
に
非
ず
。*
當
杏
は
一
に
其
地
方
某
邦
國
の
當
時
の
地
位 

潰
遇
t
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.し
て
、適
宜
剑

®

す
可
き
問
題
比
腐
し
、甲
國
に
實

.
益
'

あ
ぅ
れ
り
ヒ
て
直
に
淇
施
設
‘を 

a

國
に
是
認
し
得
る
が
如
き
問
題

.に
非
ざ
る
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役

せ

、る«

は

多

.く

由

舍R
.
復
歸
す
る
の
風
办
れ
ど
も 

爾
餘
の
來
住
莕
に
至

,&

寒
は
槪
ぬ
鄭
市
に

' 

永
.住
じ

®

、歸
'
蘧
し
去

..：る

：者

は

頗

る

猶

數it過
：：

ぎ
ざ 

る
の
狀
ぁ
ぅ
。而
し
：て
：此
等
來
住
者

0

滯
在
：は
年
月

.
の
經
過
ビ
典
に
文
都
市
に
於
.け
る
高
錄
潜

第

九

餘c

八
九
三)

論

說

都

含

と

田

舍 
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八
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六
一



もプ：卷

V

八九四

)

^

說
都

#
と田舍

. 

：激
\
號

く

」

|

I?

級
の
數
を
®

へ
他
妇
興
死
0

_

#

加
の
原
因
ど
爲
す
に

-
至
る
の
，實

«

.

^

R

_-t

ミ
爾
k

«i 

高
儆
潘
の
數
は
日
妃
益
膨
脹
し
來
令
總
人
ロ
の
增
加
は
，比
：、す
れ

.
ば
ハ
割
へ
合
■
に
，少
數
思
な
办
、都
市

人
ロ
の
膨
脹
に
：此
高
齡
潘
に
基
妙
石
死

.
亡

率

增

加

の

趨

勢

を

相

殺

し

、採

殺

.し
0

>

?>

る

の
«

心
.会。
.一 

.
V

.- 

_ 

:
'
'
'

併
し
、都
市
人
ロ
の
生
存
率
改
善
に
資
せ
る
此
移
住
は

|1
1

舍
A

W

0
死
C

率
の
上

代
多
>

0
 

惡
影
麴
を
及
ぼ
す
も
の
な
き
を
得
ず
。文
明
の
鍵
步

^

共
に
一
般
の

‘死
.
1
3:_
の
爾
次
減
少
す
可 

き
は
當
然
の
成
行
に
し
て
田
舍
も
亦
其
例
に
漏
れ
ざ
る
喾
な
る
ー
に
‘然
る
に
铌
時
社
き
の
實
際 

を
®,

ぞ

ば】

嚴

死

亡
^

.0

減

少
,̂

對
し
て
田
舍

«

多
く
關
與
せ
.ざ
る
の

狀

p

h

0

舍
に

^
、け 

る
死

0

率
は
：1

般

文

明
•'©

進

步
K

準

嚒
る
の
程
度
に

減
少
す
る
に

m
 
&

ざ
る
も

の

\

如
し
。
即 

ち
田
舍
に
於
け
る
死
亡
率
は
今
爾
抵
往
：時
ど
異
な
る
こ
-
な
ぐ
從
づ
て
其
出
生
率
の
比
較
的 

«

き
も
の
あ
る
に
卿

-f
e

少
、其

人

ロ.
«

劁

合
に

增

加

せ

ざ
る

の

風
^

办
。
舉

寬

體

力

旺

盛
な
る

%
 

%

-

A

d

0多

數

が
都
市
に
移
往
し
た
る
の

_
結
果

:R
.外

な
$

ざ
れ
と
も
、併

.
3扭
舍

it
於
け
る
生 

存

條

件
有
利
な
る
の

」

事

は
此
.缺

闕
を

補

ふ

て

尙
li
餘
.?>
る.も
の

 

> 

如
く
、人
ロ
僧
刺

#

0

_
 

ぇ

ず

斯

の

洳

く

猢

減

‘し

つ

、

わ

る
it

狗
&

ず
、然

か

も

尙

ほ

能<

其

餘

剩

の

人
2
3
を

常

に

都

市

に
供
給
し
得
る
の
狀
傯
に
茌

_る
な
办

0 

、

.

.
'喪
す
る
に
都
市
に
於
け
る
近
時

®

死
：ロ

率

の

減

少

：高

都

市

人«-
や 

.

こ
ビ
勿
論
な
れ
ど
も
、興
绝
存
率
の
堦
加
は
虫

^

じ
て

#

R

健
强
な
；各
多

*

の
：人

b

の
外
部
よ

う
移
住
し
來
れ
る

結
*

に
外
な

ら
す

M

る

0
此
外
部
よ

5

の
移
住
民
は

主
じ
し
て
、
»

方
農
村

よ
う
來
る
も
の
な
う

ビ

せ
ぼ
、都
市
の
死

C

率
減
少
の
原
因

«

結
局
.其

餘

剩

の
人
口
を
以
て

斷

え
ず
都
市
人
口
の
減
損
を
補
充
し
つ

>

ゎ
る
田
舍
人
民
の
强

«

な
る
生

#

カ
に
在

6

ヒ
»
は

ざ

る

を
得
ず
。.精

確

な
る

.

往
時
の
統
計
の

以
て
之
を
徵
す
可
き

も
.の
な
し

ビ

離

も
*

®

人

の
平
素

見

.«

せ
.
る
實
例
：
.に
徵
れ
ば

1

茛
年
乃
至
數

.百
年
の

.昔

.
に
華

h

て
'其

：：

祖

先

を
.：寧

e
 

.

家
名
！：

.は
都
市

.に

於

け

：る

よ6

も
遙
；に
田
舍
に
多
き
の
實

_ゎ
が
。是
れ
舉
覚
都
人
士
の
家
門
-が

• 

• 

.

田
舍
人
士
の
家
門
よ
う
も
遙
に
多
く
且
つ
迅
速
に
廢
絕
す
る
が
故
に
し
て
換
言
す
れ
ば
田
舍

人
，民
の
生
存
力
が
遙
に
都
人
士
の
生
存
力
に
超

_

す
る

の
致
す
所
.
に

外

な

.
£
ざ
る
な
i

燠

入

『

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ラ
J

氏
#

:

て「

ィ
ン
ヌ
ブ

V

ユ
ッ
クj

市
の
公
民
戶
籍
簿
を
調
査
，し
て
報
.じ
て

日
く
一

四
、八
^

年
：
の

同

市

戶

籍

簿

：に
'
記
栽
せ
る
へ#

育
3

十

与 

る
#

ハ

は
一
も
办
る
な
く
，十

六

七

世

紀

、の
嗔
よ
.

$

孫
續
せ
.
る
潘
も
僅
，、々

三
家
に
過
き
す
ど
。?
1

1

^
§
丨

第
九
锫.

(

ル
丸
‘$

0

餽
都
會
ど
田
舍

•
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の

統
ft
調

査

の

：充

チ
 

に

寃

集

せ
&

る

，>
?>
ら

ん

に

，«

觅

に

都
.鄙

人
.ロ

生
.
.存
カ
ー
0

强

弱

を

赃
.に

す

る

ち
9

.
.
.

E

,
.
'
'
. 

:

.

;

;

::

.

然
れ
ど
田
舍
人
民
の
都
市
移
住
は
都
市
ど
田
舍
の
唯
|
の
關
係

^

非
ず
。其

一
カ
に
於
て
は 

都
市
.
も
田
舍

^

對
し
て

.
種
々
の
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
大

R

田
パ
舍
人

)

の
經
濟
的
社
.會
發
達 

に
資
す
る
ど
共
に
、又
一
面
に
は
依
て
以
て
太
に
田
舍
の
實
力
を
自
家
の
發
展
^
利
用
す
る
の

實 
6
 
办
。
： 

' 

-

■

.

M

ち
3:

第
一
は
田
舍

R

於
け
る
.

エ

業

的

大

經

營

の

，發

達

：是
«

4

。近

1»
0

.
エ

場

的

工

業

發

達
 

の
緖

R

就
く
や
田
舍
各
地
方
に
於
て
も
工
場
火
經
營
の
設
立

#

&
■

る
、

^

の
其
數
決
し
て

少 

か
ら

^

•
丽
し
て
此
等

1*
:

場
の
.
勞
働
翁
は
多
く
興
地
方
農
村

0

子
弟
中
ょ

6

之
を
鼗
集
す
る
.の 

常
な
ぅ

^

雖
も
、然
か
も
此
徒
の
勞
働
の
結

®

は
主

V
J

し
て
都
市
の
經
濟
に
資
す
る
の
傾

t

。
 

蓋
し
此
種
の

.
經
濟
は
槪
ね
都
市
に
於
け

.
る
交
易
に
，發
達
を
待
ち
て
初
て
生
存
し
等
る
も
の
に

■て
如
經
營
の
發
達
は
一
に
都
市
に
依
賴
す
る
の
實
ぁ

\

從
つ
て
其
生
產
も
亦
當
該
地
方
の
⑴ 

舍
を
れ
自
身
よ

6

名
寧
ろ
都
市
の
利
益
に

資
す
る
の

實
な

き
に
非

S

し
典
生
處

物

は
都

II
I 

の
商
業
の
資
料
ど
爲
办
、其
販
路
は
先
づ
之
を
都
市
に
求
む
る
の
常
な
れ
ば
な
り
。元
來
エ
場
エ 

業
は
都
市

.に
集
中
せ
る
.現
今
の
信
用
組
織
並
に
大
市
場
の
組
織
に
對
し
て
密
接
な

る
利
«
險 

係
を
有
す
る
こ

V
J、

農
業

.
及
び
農
村
人
民
よ
ぅ
も
遨
に
緊
密
な
る
も
の

^

ん
其
結
*
工
場
の
經 

營
は
全
然
都
市
的
貨
幣
經
濟
的
性
質
を
帶
ぶ

.
る
^

共
に
、
經
營
の

.此
性
質
は
又

1

方
に
於
て
其 

勞
働
潜
に
も
典
特
質
を
侵
酒
せ
し
め
、勞
働
潜
の
生
訐
を
し

■
て
益
々
貨
幣
經
濟
に
據
&
し
む
る 

に
至
る
。是
に
於
て
炉
。此
貨
幣
經
濟
の
發
逄
よ

6

し
て
欲
望
の
分
化
發
達
起

\

其
影

®

は
X

®
 

勞
働
潘
よ

6

延
ひ
て
觅
に
典
地
方
人
段

1

般
の
上
に
波
及
す
る

R

k

ぅ
、此
に
都
市
の
進
步
せ 

る
經
濟
的
生
活
を
廣
く
地
方
各
地

^

普
及
せ
し
む
る
こ
ビ
、
な
る

c

m

極
的
の
保
守
主
義
潘
よ 

&

觀
れ
ば
斯
る
物
質
的
文
明
の
進
步
は
或
议
農
材
の
墮
落
ど
見
做
さ
る
可
し
ビ
雞
も
、

1

般
0
 

經
濟
的
發
達
よ
ぅ
觀
れ
ば
斯
る
生
活
の
上
進
は
確
に
國
民
經
濟
の
進
步
れ
ぅ
將
れ
典
進
步
の 

原
®

れ
る
.な
一
ん
 

リ

.

,

併
し
都
市
ビ
地
方
村
落
ビ
の
間
に
存
す
る
此
關
係
姒
輓
近
大
都
布
の
附
近
に
於
け
る
郊
外
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第v
l

g

山
ヽ
ン
、

游
^

め
發
達

R

侬
&

.

.て
M

に

】

段
の
濃
密
を
加
へ
來
れ

A

y

o

w

i

十
九
.世

0

の
後
半
期
以
降
地 

方
が
交
通
機

.關
の
發
達
ビ
共
に
、都
市
の
住
民
の
近
郊
廊
外
の
村
落
に
其
居
を
移
す
漭
益
々
多 

<
最
近

®

大
者
市
は
此
點

R

於
て
其
近
郊
村
落
は
對
し
恰
も
前
述
せ
る
都
市
へ
の
移
住
ど
，

%
 

反
對
な
る
風
潮
を
眾
せ
る
も
の

0

ち
•
大
都
市
の

.近
郊
は
於
け
る
.所
謂
る
郊
外
都
市
の
急
激
な 

る
發
達
は
實

R

其
結

*

なう。
此薇達の第要素ど爲

A

し
は
營
利
の
關
係
上
都

it

を
距
る 

、
•こ
ビ
能
は
す
し
て
然
か
も
市
內
の
生
活
費
の
高
き

^

苦
め

る

徒
锻

0
郊
外
移
住
に
在

A

。
®
 

し
て
他

.の
地
方
ょ

A

營
利
の
爲
に
此
種
郊
外
に
移
住
し
來
る
者
又
之
を
助
け
て
其
發
達
を
促 

せ
し
次
第
な
る
が
此
等
郊
外
の
移
住
民
は
何
れ
も
都
市
的
營
利
の
途

k

其
生
®
を
求
む

る
も 

の
に
て
何
れ
も
、其
生
活
《
都
市
的
貨
幣
經
濟
的
性
質
を
帶
.び
而
し
て
此
等
多
數
の
來
住
段
の 

者
市
的
生
活

«

m

r

其
地
方
在
來
の
住

]5

を
*

り

て

等

し

く

都

市

，：
的

生

活

R

接
近
せ
し
む
る 

R

至
る
も
の
ぁ
ち
其
結
果
、近
郊
村
落
の
經
濟
生
活
は
急
連
に
其
村
落
的
特
色
を
^
失
す
る
の 

常
な
る
ビ
共

.に
、地
方
に

.依
ち
て
は

^

位
傲
風
允
其
他
の
關

.
係
ょ

6

し
て
都

#

~

士
中
の
裕

1=5 

な
る
漭

.の
別
莊
地
住
宅
地

$

爲
ぅ
，此
等
上
流
人
士
の
純
乎
.た
る
都
市
的
往
涟
の
威
化
に
依
ム 

て
I

る
進
步
せ
る
欲

M

の
普
及
發
達
を
見
る
こ

V

C
な
き

に
弗
ず
。殊
に
上
.流
人
士
の
來
住
は
給

水
、排
水
、點
燎
交
通
等
に
關
す
る
高
等
な
る
、文
明
的
設
備
を
誘

.

..起
す
る

0'

原
因

ビ

爲
K

0

外
住 

民
を
し
て
都
市
の
炷
民

'̂

同
欉
な
る
文
明
的
利
益
を
.享
受
せ
し
む
る
に
至
る
も
の

6

$
。郎
ち 

都
市
は
斯
く
し
で
©
家
の
經
费

R

依
&

郊
外
都
市
の
住
民
を
同
化
し
其
住
民
に
無
償
的
に
多 

大
の
利
益
を
與
ふ
る
の

«

ゎ
れ
と
も
、併

し

又

1

方
ょ
P

-

0

れ
ば
都
市
が
此
等
郊
外
の
札
民
ょ 

i

受
く
る
利
益
は
決
し
て
尠
少
に
非
す
。即
ち
都
市
は
此
等
郊
外
の
住
民
ょ
办
し
て
、興
商
エ
業 

に
耍
す
る
無
數
の
斑
員

.及
び
勞
働
者
を

#

可
く
'
此
等
の
斑
員
勞
働

«

は
實
杧
和
市
に
於
て

&
: 

费
し

Ji

つ
興
勞
働
の
報
酬
を
も
又

|

部
分
は
都
市
に
於
て
消
費
し
以
て
都
市
の
繁
榮
に
資
す 

る
な
\

次

に
郊
外
地
方
は
又
®
入
士
の
爲
に
廣
濶
な
る
低
*-の
宅
地
を
供
給
し
此
に
其
住
居 

政
策
上

.
の
設

«

病
院
其
他
の
衛
生
上
の
公
設
備
等
を
兖
備
す
る
を
得
せ
し
む
る
も
の
ゎ

6

。都 

市
の
經
濟
的
膨
脹
及
び
發
達
に
取

6

て
此
等
の
郊
外
辙
落

_
は
實
に
必
要
缺
く
可

'&

ざ
る
實
カ 

供
給
の
源
泉
れ
る
な

h

0

0

ょ
5

觀
れ
ば
舰
近
各
國
の
大
都
市
が
漸
次
其
附
近
の
郊
外

«1

市
を 

併
合
し
つ

>

5>
る
の
事
實
は
羅
竟
此
郡
市
發
達
の
必
要
の
成
狩

^

去
ふ
可
し
，さ
は
れ
都
市

^
 

村
落
^
の
間
に
存
す
る
此
等
の
密
接
な
る
關
係
は
決
し
て
所
謂
る
郊
外
都
市
に
の
み
限
れ
る 

も
の
に

#

t

大
都
市
の
附
近
村
落
に
及
ぼ
す
如
上
の
菸
響
は
遙
に
郊
外
都
市
の
外
^
及
び
磁
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令
ひ
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少

S

Q

f

減

じ

つ

丨

廣

く

豐

2

數
十

S
I

5

て
同
機
の
影
響 

{

及
ほ
し
つ
、

6

る
な

6

樹
1

此
等
の
，一

.
大
地
方
に
取
ぅ
て
、都
市
は
常

R

生
產
激

'
励
の
中

6
 

點
ど
な

6

附
近
一
帶
の
生
產
の

_

類
及
び
數

*

を
增
加
せ
し
む

.
る
原
：動
カ
ど
爲
る

‘

共
に
、其 

生
產
の

|

|

家
の
交

2

霄

5

5

て
、|

の
1

5

す
る
の
風
|

地
方
げ

;

l ?
“

! I
n

u

? l
^

“

i f
;.
?

p

^

丨
金
•ノ

密

7

レ

-
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V
J

し
つ

V

6

る

な

i

然

れ

ば

輓
近
に
於
け

る

大
都
會

の

生

活

狀

態

を

明

^

 

ゼ
e

i

l

s

f

 一i

附
近
村
落
の
狀

f

i

究
f

に
非
ざ
れ
ば
、雪
相
を
捕

捉
こ
®
く
又
地
方
の
生
活
は
其
中
心
地
點
た
る
大
都
市
の
實
狀
を
究
む
る
に
非
れ
ば
之 

を
明
に
し
難
き
の
常
な
$
。

其

他

都
J

s

s

f

及

ぼ

す

？
 

Q
方

S

都

人
士
の
田

m

為

也
®

量
避
寒
地

S

け
i

、f

 

s

l

f

v都

人

志

此

旅

行

通

機

關

の

發

f

i

 

I

市
生
活
の
必
要
な
る
半
面

ビ

爲
へ
此
種
の
旅
客
は
年

S
 
I

々

增

加

す

る
の
狀 

あ
4

し
て
此

f

旅
S

び
®

s

の
田

S

t

す
I

は
郊
外
都
市

S

I

S

如
く
甚
深
な
る
も
の
に
非
ず

W
*

も
.
併
し

.年
々
歲
々
數

A

乃
至
數
週
に
：亘
り
て
都
人
士
の
滯 

花
す
る
地
方
町
衬
の
生
活
が
此
等
人
士
の
感
化

^

依
6

て
著
し
き
變
革
を
致
す
は
山
中
海
岸 

又
は
浴
場
に
於
け
る
幾
多
の
避
暑
地
避
寒
地
に
明
に
.認
め
ら
る

 

>
の
事
實
な
ん
即
ち
此
等
の 

滯
在
旅
容
は
都
市
の
生
活
を
田
舍
に
携
へ
來
纟
て
其
實
際
を
地
方
人
士
に
示
す
に
過
ぎ
ず
。又 

經
濟
上
ょ

6

觀
れ
ば
地
方
に
於
て
消
费
せ
る
丈
け
其
地
方
を
利
す
る
に
過
ぎ
ず
。何
れ
の
點
に 

於
て
も
都

-i
l
r
は
®

に
與
ふ
る
の
み
に
て
田
舍
は
之
を
受

く
る
に

過

ぎ

ざ

る
が

如
し
ど
雖
も
、審 

に、
其
影
響
を
觀
察
す
れ
ば
都
市
の
爲
に
受

く
る

利
益
も
亦
決
し
て
少
な
し

ど
せ
ず

。
®
花
旅
客 

の
衍
舍
及
び
別
砘
が
家
具
裝
钸
典
他
の
日
用
蓊
侈
品
に
て
都
市
エ
業
の
生
逄
物
を
利
用
す
る 

に
至
る
は
勿
論
，滯
在

^

の
此
消
费
は
又

1

方
に
於
て
地
方
人
民
を
し
て
典
消
锻
に
惯
熟
せ
し 

め
、地
方
人
尻
の
間
に
も
同
種
商
品
に
對
す
る
需
喪
を
喚
起
し

.て
此
に
新
に
其
地
方
マ

」

都
市
ビ 

の
商
取
引
を
密
接
な
ら
し
む
可
く
、遂

R

は
斯
る
滯
茌
地
を
し
て
半
ば
都
市
的
生
活
に
移
ら
し 

む
る
に
至
る
は
各
地
に
屢
々
目
擊
せ
ら

-

る
、
所
の
事
實
た

.
る
な
ぅ
。

耍
す
る
に
都
市

.

w

田
舍

^

の
間
に
は
今
狗
ほ
斯
の
如
き
密
接
の
相
互
關
係
ゎ

6

。都
市
は
常 

に
典
人
口
に
於
て
田
舍
ょ
ぅ

®*

喪
な
る
補
充
を
受
け
つ
、

?>

る

の
み
な
ら

ず
、必
要
な
る
勞
働
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ブ
に
於
て
も
羧
多
の
对

^-
及
び
製
造
ロ

2

に
於
て
も
亦
斷
ぇ
ず
其
供
給
を

受
け
其
商
品
の

M

路 

を
も

M

舍
に
求
め
つ
、
わ
る
な
ち
之

メ

同
時

R

都
市
に
發
達
甘
る
高
等
な
る
物
質
的
生
活
の 

威
化
は
漸
次

[1
'

|
舍
に
波
及
し
て
田
舍
の
生
活
を
向
上
せ
し
め
、之
を
郡
市

t

せ
し
め
以
て
、

3

舍 

ど
^

會
の

W

R

蒋
せ
る

.
懸
隔
を

**

次
平
均
せ
し
め
ん
ど
し
つ

>
 

P

る
：を
見
る
。而
し
て
惡
外
文 

明
の
進
步
せ
る
邦
國
一
般
に
现
は
る
、
所
の
普
通
の
現
象
祀
屬
し
都
鄙
全
般
の
物
質
的
文
明 

は
す
に

]1
-

兩
者
の
初
互
影
製
に
依

6

て
日
に
益
々
促
進
さ
れ
つ
、
わ
る
な
々

»

鄙
の
^
刚
係 

ょ
$

觀
れ
ば
、縦
I

ひ
一
時
の
間
其
發
達
の
特
に
都
市
に
偏
す
る
の
傾
を
法
ず
る

ニ

ビ

P

A

ビ 

は
云
へ
、爲
に
其
人

n

補
給
の
源
泉
た
る
全
國
谷
地
方
村
落
の
廢
滅
を
見

.
る
に
钜
る
.が
如
き
額 

做
な
る
發

.達
は

S

ふ
に
現
は
る
、
こ
ど

•
な
か
る
可
く
、又
近
世
の
物
質
的
文
明
の

雄

大

な

る

勢
 

力
の
巾
心
點
た
る
都
市
が
田
舍
の
生
活
.を
感
化
す
る
其
勢
力
は
徒
に
之
を
.沮
止
せ
ん
ビ
す
る 

も
到
底
某
目
的
を
達
す
る
こ

 

難
か
る
可
し
。無
欲
恬
淡
の
仙
人
的
簡
务
生
活
を
理
想
ビ
.せ
る 

保
守
的
の
道
德
論

.
漭
ょ
り
觀
れ
ば
近
世

R

於
け
る
田
園
生
活
の
如
上
の
郤
會
化
は
®
に
縣
村 

の
ば
落
な
る
可
く

«1

市
の
膨

.
脹
«.

人
類
一
般
の
生
活
雛
を
加
へ
し
む
る
道
德

.
上
の

一

大
罪

1
 

た
る
可
く
、物
質
主
義
莩
樂
主

_

の
論
漭
よ
り
舰
れ
ば
其
見
解
は

.
正
に
其
正
反
對
た
る
可
し
•さ

れ
ば
斯
る

'見
解
の
和
違
は
固
せ
最
れ
各
人
の
人
世
觀
の
梆
違

R

出

，
づ

。
吾

人

は
此
人

世

®

の
相 

に

對

し

て

敢

て

.其是
非
，
を
.

m

は
ざ
る
可
し
。唯
々

'
何
れ
の
見
解
比
出
づ
る
に
せ
ょ
、近
世
都

$
 

對
し

.

.て、言
を
立
て
策
を
行
は
ん
ど
す
る
人

*

の
須

&
 

く
都
.市
對
村
落
の
間
に
稆
す

頗
，の
立
言
立
策
に
至
ら
ざ
ら
ん

こ

ビ

を
切
蟹
す
る

も る の ' 違

の 如 發  

な 上 達
の に
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